
岡
大
、
予
想
を
上
回
る
好
成
績

1
1
月
３
日
に
は
教
養
グ
ラ
ン
ド
で
神
戸
大
と

　
関
西
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
が

九
月
五
日
開
幕
。
岡
大
は
一
回
戦
二
王
者
・
関
学
に

3
8
対
1
4
と
善
戦
し
た
の
を
は
じ
め
三
回
戦
で
は
関
大

を
破
っ
て
初
白
星
を
あ
げ
る
な
ど
リ
ー
グ
昇
格
一
年

目
と
し
て
は
な
か
な
か
の
奮
闘
。
こ
の
先
十
一
月
に

は
六
回
戦
の
対
神
戸
大
戦
が
三
日
に
、
最
終
戦
の
対

同
志
社
大
戦
が
十
四
日
に
あ
る
。
な
か
で
も
神
戸
大

と
の
試
合
は
岡
大
教
養
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
る
の
で

ぜ
ひ
応
援
を
。

９
月
５
日
　
一
回
戦
　
西
宮
球
技
場

　
一
回
戦
の
相
于
は
3
3
迎
絹
の
王
者
・
関
西
学
院
だ

け
に
「
ｌ
ｏ
ｏ
点
ぐ
ら
い
取
ら
れ
る
か
も
」
の
声
も

あ
っ
た
が
予
想
外
の
好
成
績
。
ラ
ン
で
は
関
学
を
１
１

ヤ
ー
ド
上
回
り
第
４
ク
ォ
ー
タ
ー
に
は
Ｑ
Ｂ
中
田
Ｉ

ｗ
Ｒ
亀
谷
の
1
1
1
1
一
ヤ
ー
ド
パ
ス
と
Ｒ
Ｂ
間
瀬
の
2
1
ヤ
ー

ド
ラ
ン
で
２
Ｔ
Ｄ
を
奪
っ
た
。

９
月
１
５
日
　
二
回
戦
　
神
戸
中
央
球
技
場

　
一
面
戦
は
ナ
ン
バ
ー
２
の
京
都
大
と
。
オ
フ
ェ
ン

ス
の
み
だ
れ
か
ら
京
大
の
大
量
得
点
を
許
し
た
が
そ

れ
で
も
第
１
ク
ォ
ー
タ
ー
で
間
瀬
が
Ｔ
Ｄ
、
第
４
ク

ォ
ー
タ
ー
ｓ
Ｅ
岡
本
へ
の
１
１
ヤ
ー
ド
パ
ス
と
Ｒ
Ｂ
間

㈲
の
ラ
ン
で
２
Ｔ
Ｄ
な
ど
ま
ず
ま
ず
の
成
績
。

９
月
2
3
日
　
三
回
戦
　
岡
山
県
蹴
球
場

　
雨
の
中
、
初
め
て
岡
山
で
行
わ
れ
た
関
西
リ
ー
グ

戦
に
お
い
て
関
西
大
学
か
ら
初
勝
利
を
奪
っ
た
。
第

Ｉ
ク
ォ
ー
タ
ー
で
Ｑ
Ｂ
中
田
か
ら
Ｔ
Ｅ
西
川
へ
の
４
０

ヤ
ー
ド
パ
ス
が
通
り
Ｔ
Ｄ
、
７
点
を
先
取
。
第
２
ク

ォ
ー
タ
ー
関
大
も
Ｔ
Ｄ
し
た
が
キ
ッ
ク
が
決
ま
ら
ず

６
点
の
み
。
そ
の
ま
ま
岡
大
が
Ｉ
点
差
で
逃
げ
切
り
。

1
0
月
1
0
日
　
四
回
戦
　
西
宮
球
技
場

　
リ
ー
グ
三
位
の
近
畿
大
を
相
手
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

が
み
だ
れ
、
第
１
ク
ォ
ー
タ
ー
で
近
火
が
７
点
先
取
、

以
後
各
ク
ォ
ー
タ
ー
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
Ｒ
Ｂ
問
㈲
、

Ｋ
Ｂ
中
山
、
Ｗ
Ｒ
岡
本
が
Ｔ
Ｄ
し
か
も
の
相
手
の
攻

撃
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
迫
い
つ
い
た
ら
引
き
離

さ
れ
る
ま
ま
７
八
差
で
試
八
‥
終
了
。

秋･まつり‥‥医学部鹿田祭と寮祭

　
医
学
部
・
歯
学
部
鹿
田
祭

1
0
月
2
1
日
（
木
）
～
2
4
日
（
日
）

テ
ー
マ
：
H
e
a
r
t

t
o
H
e
a
r
t

C
o
m
m
u
n
i

c
a
t
i
o
n

i
n

鹿
田

王
な
企
画
：
連
日
学
内
開
放
「
老
後
の
健

康
を
考
え
る
」
　
「
地
域
医
療
を
考
え
る
」

「
あ
な
た
の
歯
は
大
丈
夫
か
」
　
歯
学
部

デ
ィ
ス
コ
パ
ー
テ
ィ
ー

2
1
日
前
夜
祭
　
６
：
0
0
P
M

2
2
日
映
画

「
語
ら
れ
な
か
っ
た
戦
争
・
侵
略
」

2
3
日
映
画
「
エ
デ
ン
の
東
」
　
2
4
日
映
画

「
卒
業
」
　
糸
川
英
夫
講
演
会
　

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
ギ
ャ
ル
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

　
学
生
寮
寮
祭

1
0
月
3
0
日
（
土
）
～
1
1
月
月
３
日
（
水
）

テ
ー
マ
：
伝
え
よ
う
君
の
想
い
　
僕
の
心

1
0
月
3
0
日
　
前
夜
祭
　
７
：
0
0
P
M
　

北
津
寮
　
開
会
式
　
デ
ィ
ス
コ
　
バ
ザ
ー

1
0
月
3
1
日
　
文
化
祭
　
７
：
0
0
P
M
　

北
津
寮
　
劇
　
バ
ザ
ー

１
１
月
２
日
　
園
遊
会
　
７
：
0
0
P
M
　

女
子
寮
　
バ
ン
ド
演
奏
　
ゲ
ー
ム
　
バ
ザ
ー

1
1
月
３
日
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
　
７

：
3
0
P
M
　
農
学
部
グ
ラ
ン
ド

反
核
運
動
は
ま
だ
終
つ
ち
や
い
な
い

で
1
0
月
2
4
日
の
大
阪
反
核
行
動
へ

　
今
年
の
春
か
ら
３
・
2
1
ヒ
ロ
シ
マ
、
５
・
2
3
東
京

と
日
本
で
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
反
核
運
動
。
八

月
六
日
の
広
島
反
戦
集
会
以
後
は
あ
ま
り
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
け
れ
ど
も
反
原
発
巡
動
や
三
里
塚
空
港
反
対
運
動
、

教
科
書
問
題
な
ど
と
結
び
付
い
て
戦
争
反
対
の
地
道

な
運
動
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。
岡
大
で
も
十
月

九
日
に
学
館
で
反
戦
反
核
岡
大
実
行
委
の
主
催
に
よ

る
「
日
本
原
基
地
全
面
使
用
絶
対
阻
止
・
三
里
塚
二

期
攻
撃
粉
砕
学
内
総
決
起
集
会
」
が
開
か
れ
、
四
十

人
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
来
た
る
1
0
月
2
4
四
日
に
は
大
阪
で

初
の
全
国
的
な
反
核
集
会
「
8
2
軍
縮
平
和
の
た
め
の

大
阪
行
動
」
が
開
か
れ
る
。
”
反
侵
略
・
反
戦
争
・

反
差
別
の
広
場
″
や
”
原
発
と
環
境
問
題
を
考
え
る

広
場
”
な
ど
十
近
い
分
科
会
場
が
予
定
さ
れ
て
い
る

岡
大
か
ら
は
反
戦
反
核
実
行
委
や
反
核
草
の
根
グ
ル

ー
プ
が
バ
ス
で
参
加
す
る
の
で
一
緒
に
行
け
ば
安
上

が
り
。
連
絡
先
　
反
戦
反
核

t
e
l
5
3
-
4
2
0
9

北
津
寮

　
草
の
根

t
e
l
5
2
-
1
1
1
1

内
線 7
9
0
学
友
会

大
学
祭
ま
で
あ
と
１
ヵ
月

み
ん
な
準
備
進
ん
で
る
か
な

　
実
行
委
員
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
く
て
や
れ
る
か

ど
う
か
危
な
か
っ
た
今
年
の
大
学
祭
だ
け
ど
実
行
委

員
会
の
内
は
基
調
作
り
で
ま
た
一
モ
メ
あ
っ
た
の
だ
。

　
今
年
も
実
行
委
員
会
基
調
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
夏
休
み
の
終
り
に
合
宿
を
し
た
の
だ
け
ど
去
年
の

基
調
に
つ
い
て
単
位
（
制
）
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
意

見
が
対
立
、
そ
の
ま
ま
実
行
委
貝
会
の
場
へ
去
年
の

基
調
を
支
持
す
る
（
単
位
が
現
在
の
諸
問
題
の
元
凶

で
あ
る
と
す
る
意
見
）
基
調
案
Ａ
（
１
０
３
被
告
団

他
一
団
体
提
起
）
と
去
年
の
基
調
を
批
判
し
て
単
位

よ
り
も
も
っ
と
現
実
の
社
会
に
目
を
向
け
よ
う
と
い

う
基
調
案
Ｂ
（
映
研
他
六
団
体
提
起
）
が
出
さ
れ
ケ

ン
ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク
の
議
論
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結

局
は
相
方
の
一
致
点
を
抱
括
す
る
基
調
が
作
ら
れ
基

調
案
Ａ
、
Ｂ
は
両
方
と
も
参
考
資
料
と
い
う
こ
と
で

基
調
の
後
に
並
べ
ら
れ
た
の
だ
け
ど
一
時
は
そ
う
と

う
ヤ
バ
か
っ
た
の
だ
。
ち
な
み
に
新
聞
会
は
基
調
案

Ｂ
の
共
同
提
起
団
体
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
実
際
に
今
年
の
大
学
祭
な
ん
だ
け
ど
参
加

団
体
は
企
画
3
9
、
バ
ザ
ー
ー
ー
７
、
パ
レ
ー
ド
1
0
で

の
ベ
ー
３
６
団
体
。
パ
レ
ー
ド
が
一
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
の
は
良
い
け
れ
ど
企
画
は
や
や
減
、
バ
ザ
ー
大

幅
増
で
ま
す
ま
す
「
岡
大
バ
ザ
ー
祭
」
。
今
年
は
演

劇
部
や
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
と
い
っ
た
常
連
が
お
休
み
で
す
。

　
一
応
主
な
企
画
を
あ
げ
る
と
「
も
ん
た
＆
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
」
、
2
3
日
清
水
記
念
体
育
館
で
前
売
り
千
円
、

主
催
は
軽
音
フ
ォ
ー
ク
・
映
研
は
2
1
日
と
2
2
日
が
自

主
制
作
８
ミ
リ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
2
3
日
が
「
海
潮

音
」
と
「
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
セ
ス
・
ミ
ス
・
ロ
ン
リ
ー
」

上
映
・
総
務
委
貝
会
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
組
ん
で
カ

ラ
オ
ケ
大
会
そ
の
他
・
軽
音
楽
部
は
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
に
す
る
の
と
体
育
館
で
の
デ
ィ
ス
コ
。

　
取
材
の
時
点
で
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
未
定
と

い
う
所
が
多
か
っ
た
の
で
知
り
た
い
人
は
企
画
委
員

会
ニ
ュ
ー
ス
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
と
て
も
書
き
き

れ
な
い
し
。

　
第
三
回

　
　
反
核
草
の
根
講
座

1
0
月
2
3
日
（
土
）
　
５
一
〇
〇
Ｐ
Ｍ

　
「
反
核
運
動
と
第
三
世
界
」

会
場
　
学
館
第
２
集
会
室

主
催
　
岡
大
反
核
９
の
根
グ
ル
ー
プ

　
Ｅ
Ｓ
Ｓ
英
語
劇
公
演

1
0
月
2
9
日
（
金
）
　
６
：
〇
〇
Ｐ
Ｍ

　
「
ザ
ー
リ
ビ
ン
グ
ー
ル
ー
ム
」
　
グ
レ
ア
ム
ー
グ

リ
ー
ン
作
　
演
出
／
友
野
敏
子
　
出
演
／
山
上
典
子

人
津
谷
豊
　
久
世
芳
江
　
他

会
場
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

料
金
　
三
〇
〇
円

主
催
　
英
語
研
究
部

　
　
災
国
の
現
代
作
家
ダ
レ
ア
ム
ー
グ
リ
ー
ン
の
作

品
、
妻
あ
る
中
年
男
性
を
愛
し
て
し
ま
っ
た
若
い
女

性
を
通
じ
て
人
間
の
「
死
」
と
愛
に
つ
い
て
号
え
る
。

　
第
3
5
回

　
　
　
ぼ
っ
こ
う
寄
席

1
0
月
3
0
日
（
土
）
　
２
一
〇
〇
Ｐ
Ｍ

会
場
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

料
金
　
二
〇
〇
円

出
演
　
ハ
ン
サ
ム
亭
雷
舞
　
小
家
円
弧
　
ハ
ン
サ
ム

亭
楽
喜
　
岡
大
春
町
　
椿
家
左
京
　
噺
粋
四
　
風
流

亭
弘
楽

主
催
　
落
語
研
究
祁

　
ハ
ー
ト
ー
ア
タ
ツ
ク
ー

　
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
・
２
ｄ

‥
‥
‥
月
1
0
日
（
水
）
　
４
一
3
0
P
M
開
演

会
場
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

料
金
　
２
０
０
円

出
演
　
お
と
り
よ
　
Ｋ
Ｅ
Ｄ
　
Ｅ
ｘ
Ｔ
Ｒ
Λ
　
Ｌ
ｏ

Ｎ
Ｇ
Ｒ
ｕ
Ｎ
　
ｓ
ｏ
ｃ
Ｋ
ｓ
　
他

主
催
　
軽
音
楽
部

　
フ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト

1
1
月
６
日
（
土
）
　
１
：
3
0
P
M
開
場

会
場
　
総
合
福
祉
会
館

料
金
　
三
○
○
円

主
催
・
出
演
　
軽
音
フ
ォ
ー
ク
部

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
１
月
６
日
（
土
）
　
５
：
3
0
P
M
開
場

　
そ
よ
風
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
（
ポ
ー
ル
モ
ー
リ
ア
）

　
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
（
ミ
ッ
シ
ェ
ル
ル
グ
ラ
ン
）

　
組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」
　
（
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
）

　
　
他

会
場
　
衛
生
会
館
三
本
記
念
ホ
ー
ル

料
金
　
四
〇
〇
円

主
催
・
出
演
　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

　
第
2
4
回

　
学
内
吟
詩
発
表
会

1
1
月
1
4
日
（
日
）
　
1
1
：
3
0
A
M

会
場
　
学
生
会
館
ホ
ー
ル

主
催
・
出
演
　
吟
詩
部

　
中
国
五
大
学
学
生
競

　
技
大
会
冬
季
大
会

1
1
月
1
2
日
（
金
）

開
会
式
・
交
歓
会
　
岡
山
衛
生
会
館

1
1
月
1
3
日
（
土
）
・
1
4
日
（
日
）

サ
ッ
カ
ー
　
岡
山
大
学
サ
ッ
カ
ー
場

ラ
グ
ビ
ー
　
岡
山
県
蹴
球
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
）
　
岡
大
第
二
体
育
館

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
女
）
　
岡
大
第
二
体
育
館

柔
道
　
岡
山
武
道
館
サ
ブ
道
場

剣
道
　
岡
山
大
学
医
学
部
体
育
館

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
　
岡
山
大
学
清
水
記
念
体
育
館

1
1
月
1
4
日
（
日
）

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
　
岡
山
人
学
陸
上
競
技
場

主
管
校
　
岡
山
大
学

収穫祭

11月13日（土）

野菜即売会　バザー

11月14日（日）

講演会

映画会

展示会　自主ゼミ

野菜即売会

会場　農学部キャンパス

主催　農学部学生会　収穫祭実行委

員会

●
今
月
号
の
共
済
会
特
集
は
い
か
が
で
し

た
か
な
。
新
聞
で
共
済
会
を
扱
っ
た
の
は

な
ん
と
今
回
が
７
８
年
の
再
刊
以
来
初
め
て

の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
学
生
生
活
に
密
着

し
た
問
題
を
追
求
し
て
行
き
た
い
。
学
生

の
た
め
の
岡
大
新
聞
を
め
ざ
し
て

●
と
こ
ろ
で
今
月
号
で
取
材
し
て
お
き
な

が
ら
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
載
せ
ら
れ
な
か

っ
た
サ
ー
ク
ル
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
ど

う
も
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
次
号
は
大
学
祭
特
別
号
、
1
1
月
1
0
日
発

行
予
定
で
す
。
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５月23日　東京反核行動(ティーチインの広場）

もんたのコンサートは11月23日
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